
平成 29 年度 大井川の清流を守る研究協議会総会 

１．開催日  平成 29 年 7 月 19 日（水）午後 2時 30 分～午後 4時 15 分 

２．場 所  島田市 大井神社 宮美殿（しあわせの間） 

３．内 容 

大井川流域５市２町（島田市・御前崎市・牧之原市・掛川市・菊川市・吉田町・

川根本町）でつくる「大井川の清流を守る研究協議会」（会長・鈴木敏夫川根本

町長）は 19 日、本年度の総会と講演会を島田市の大井神社 宮美殿にて開催し

ました。各市町の首長及び議長、担当職員ら 28 人が出席ました。 

総会では、平成 28年度の事業報告及び収支決算、平成 29年度の事業計画（案）

と収支予算（案）が承認されました。事業計画としましては住民対象の源流部等

視察会や小学校で開く環境教育出前講座、海岸清掃、大井川の水をテーマとした

シンポジウムなどを実施する予定です。 

また、大井川を取り巻く課題として、リニア中央新幹線建設における大井川の

流量問題や大井川流域の土砂堆積など、今後も大井川の流況改善に関する要望

活動を展開していく必要があり、流域市町が一体となり情報を共有し、連携を 

図っていくことが重要であると確認されました。 

講演会では、講師に国土交通省中部地方整備局静岡河川事務所の稲葉傑所長

様を迎え、「大井川の水利用の変遷について」と題し、大井川の河川改修の歴史

をはじめとして洪水による被害、水利用の現状、電源開発、流況改善に向けた取

り組み、中央新幹線開設に係る流域の水資源に対する環境保全措置についての

説明が行われました。 


